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　林業専用道技術者研修は、愛媛県西条市で7月23日～25日の

日程で、准フォレスター研修については、高知県高知市で8月

5日～9日の日程で開催されました。� 【詳細は2頁】

准フォレスター研修の講義の様子 林業専用道技術者研修現地検討会

四国森林管理局　井上業務管理官（次長）激励の挨拶
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林
野
庁
で
は
、
森
林
・
林
業

再
生
の
取
り
組
み
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
森
林
・
林
業
に
関

す
る
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る

技
術
者
を
計
画
的
に
育
成
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
四
国
森

林
管
理
局
で
は
、
森
林
技
術
・

支
援
セ
ン
タ
ー
を
研
修
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
、
管
内
国
有
林

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
な
が

ら
「
林
業
専
用
道
技
術
者
研

修
」
、「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
林
野
庁
及
び
四

国
森
林
管
理
局
の
担
当
者
を

は
じ
め
、
大
学
教
授
や
研
究
者

等
の
全
国
的
に
も
著
名
な
外

部
講
師
も
招
き
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
】

　

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修

は
、
第
一
回
目
が
七
月
二
三
日

～
二
五
日
の
日
程
で
発
注
者
側

で
あ
る
県
・
市
町
村
・
国
有
林

の
職
員
を
対
象
に
、
第
二
回
目

が
八
月
二
〇
日
～
二
二
日
ま
で

の
日
程
で
受
注
者
側
で
あ
る
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
技
術

者
等
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
西

条
市
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
実
施

し
ま
し
た
。
第
一
回
の
研
修
で

は
二
一
名
、
第
二
回
目
は
一
六

名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

林
業
専
用
道
と
は
、
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
た
今
後
の

路
網
区
分
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

林
道
を
補
完
し
森
林
作
業
道
と

組
み
合
わ
せ
て
、
間
伐
作
業
を

は
じ
め
と
す
る
森
林
施
業
に
用

い
る
道
で
あ
り
、
一
〇
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
や
大
型
フ
ォ
ワ
ー
ダ
が

通
行
で
き
る
規
格
・
構
造
の
も

の
を
い
い
ま
す
。
そ
の
作
設
に

あ
た
っ
て
は
、
地
形
・
地
質
の

面
か
ら
十
分
な
検
討
を
行
い
、

規
格
・
構
造
の
簡
素
化
を
基
本

に
で
き
る
だ
け
地
形
に
沿
っ
て

作
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

当
研
修
は
そ
の
設
計
・
監
督
等

を
行
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

研
修
内
容
は
、
林
野
庁
担
当

官
に
よ
る
「
林
業
専
用
道
作
設

指
針
の
概
要
」
等
の
講
義
や
、

班
に
分
か
れ
て
机
上
で
路
線
検

討
を
行
っ
た
う
え
で
、
翌
日
、

国
有
林
の
既
設
道
に
赴
き
、
現

地
検
討
を
行
っ
て
共
通
認
識
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
カ
ー

ブ
設
計
の
留
意
点
等
に
つ
い
て

実
技
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
最

終
日
に
は
、
前
日
検
討
し
た
内

容
を
グ
ル
ー
プ
毎
に
発
表
、
意

見
交
換
し
、
担
当
講
師
等
に
よ

る
総
括
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
色
々

な
立
場
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
参
加
者
同
士
で
お
互

い
異
な
る
立
場
に
お
け
る
考
え

方
が
理
解
で
き
て
有
意
義
で

あ
っ
た
、
急
峻
な
地
形
が
多
い

四
国
で
は
林
業
専
用
道
の
設
計

は
難
し
い
等
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

班
に
分
か
れ
て
の
路
線
検
討

【
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
】

現
地
検
討
会

【
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
】

 

平
成
二
五
年
度
「
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
」

　
　
及
び
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
」
始
ま
る 

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
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次
回
の
研
修
は
、
本
年
度
最

後
の
研
修
と
し
て
九
月
二
五
日

～
二
七
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
研
修
を
受
講
さ
れ
た
皆

様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

【
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
】

　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
に
つ

い
て
は
、
八
月
五
日
か
ら
高
知

市
の
オ
リ
エ
ン
ト
ホ
テ
ル
高
知

に
お
い
て
始
ま
り
、
第
一
回

の
研
修
Ⅰ
は
四
国
四
県
か
ら

県
職
員
一
六
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
平
成

二
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
新
た
な
森
林
計
画
制
度
の

下
で
、
市
町
村
が
策
定
す
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
や
森

林
所
有
者
等
が
策
定
す
る
森

林
経
営
計
画
に
つ
い
て
、
そ

の
認
定
・
実
行
監
理
等
を
支

援
す
る
県
や
国
有
林
の
職
員

で
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
育
成
す
る
た

め
平
成
二
三
年
度
か
ら
全
国

を
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
研
修

を
行
っ
て
お
り
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
も
、
三
年
目
と

な
る
今
年
度
も
研
修
（
全
一
〇

日
間
を
二
週
に
分
割
）
を
二

回
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

開
講
式
の
後
、
当
局
の
井

上
業
務
管
理
官
に
よ
る
「
森

林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
取

組
」
と
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

心
構
え
」
の
講
義
で
始
ま
り

ま
し
た
。
当
研
修
は
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
路
網
・

作
業
シ
ス
テ
ム
、
集
約
化
施

業
と
事
業
体
の
育
成
、
流
通

改
革
の
取
組
、
地
域
の
森
林
・

林
業
の
構
想
、
森
づ
く
り
の
構

想
、
木
材
の
流
通
・
販
売
、
林

業
労
働
安
全
、
間
伐
実
行
監
理

演
習
、
森
林
資
源
循
環
利
用

構
想
策
定
演
習
、
市
町
村
森
林

整
備
計
画
演
習
な
ど
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
理

解
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
づ
く
り
の
構
想
及
び
間

伐
実
行
監
理
演
習
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
四
万
十
森
林
管

理
署
管
内
の
新
道
山
等
国
有

林
を
演
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
人
工
林
施
業
に
お
け
る

目
標
林
型
や
当
面
の
施
業
方

法
の
検
討
や
森
林
作
業
道
整

備
の
検
討
等
に
つ
い
て
現
地

演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
六
名
の
研
修
生
は

一
〇
月
二
一
日
か
ら
の
研
修
Ⅱ

を
受
講
し
た
後
、
通
信
研
修
及

び
集
合
研
修
を
受
講
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
市

町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定
等

の
支
援
業
務
を
行
い
な
が
ら
地

域
の
森
林
づ
く
り
の
全
体
像
を

描
く
と
と
も
に
、
市
町
村
が
行

う
行
政
事
務
の
実
行
支
援
を
通

間
伐
実
行
監
理
演
習
グ
ル
ー
プ

検
討
【
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
】

森
づ
く
り
構
想
実
習

【
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
】

じ
て
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
と
、

森
林
・
林
業
の
再
生
を
担
う
人

材
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
五
年
度
か

ら
認
定
の
「
森
林
総
合
監
理

士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
」
の
候

補
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
材

で
す
。
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七
月
二
八
日
、
「
学
校
の
樹

木
へ
名
札
を
付
け
よ
う
！
」（
横

浜
新
町
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

主
催
）
と
題
し
て
高
知
市
立
横

浜
新
町
小
学
校
に
お
い
て
、
小

学
生
親
子
な
ど
三
五
名
の
参
加

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
は
、

「
学
校
に
あ
る
樹
木
の
名
前
を

知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る

樹
木
の
役
割
を
家
族
や
地
域
の

方
々
と
楽
し
く
学
ぼ
う
。
」
と

い
う
も
の
で
、
ま
ず
、
校
長
先

生
か
ら
、
「
身
近
に
あ
る
樹
木

に
は
多
く
の
働
き
が
あ
り
ま

　

樹
木
教
室

『
学
校
の
樹
木
へ
名
札
を
付
け
よ
う
』

〈
技
術
普
及
課
〉

す
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、

樹
木
を
育
て
、
大
切
に
使
う
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
身
近
な
木
の

名
前
を
覚
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

と
挨
拶
の
後
、
技
術
普
及
課
職

員
か
ら
広
葉
樹
と
針
葉
樹
の
違

い
や
葉
の
形
状
の
違
い
な
ど
を

事
前
に
説
明
し
た
後
、
二
班
に

分
か
れ
て
校
内
に
あ
る
二
〇
種

の
樹
木
の
特
徴
や
名
前
の
由
来

な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
暑
い
中
、
真
剣
に
話
を
聞

き
、
葉
を
採
っ
て
じ
っ
く
り
観

察
し
た
り
、
種
子
を
探
し
た
り

し
な
が
ら
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。

　

次
に
、
参
加
者
が
気
に
入
っ

た
木
と
自
分
の
名
前
を
ヒ
ノ
キ

を
輪
切
り
に
し
た
プ
レ
ー
ト
に

書
き
、
き
れ
い
に
縁
取
り
を
し

た
り
、
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
描

く
な
ど
し
て
、
個
性
豊
か
に
仕

上
げ
、
自
ら
の
手
で
名
札
を
取

り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
選
ば

れ
た
木
は
「
僕
の
木
・
私
の
木
」

と
な
り
、
輝
い
て
立
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

ら
は
、
「
二
学
期
に
な
っ
た
ら

友
達
に
教
え
て
自
慢
す
る
。
」

「
葉
っ
ぱ
の
違
い
が
学
べ
て
、

す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
。
」「
地

域
の
方
と
一
緒
で
楽
し
か
っ

た
。
」
と
汗
を
光
ら
せ
な
が
ら

笑
顔
で
意
見
を
よ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

樹
木
学
習

　

子
ど
も
達
の
中
に
は
、
モ
ミ

ジ
の
種
子
が
ク
ル
ク
ル
回
り
な

が
ら
落
ち
る
こ
と
や
、
ヨ
モ
ギ

が
止
血
や
、
水
中
メ
ガ
ネ
の
曇

り
止
め
に
な
る
事
な
ど
、
遊
び

の
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
る
な
、
と
感
心

さ
せ
ら
れ
る
子
や
、
名
札
に
「
花

を
大
切
に
」
と
書
い
て
い
る
子

も
い
て
、
思
い
や
り
を
感
じ
る

と
同
時
に
今
回
の
趣
旨
が
理
解

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
名
札
を
付
け
た
木
が
、

参
加
者
に
と
っ
て
、
夏
休
み

の
思
い
出
に
な
る
と
共
に
二
〇

年
・
三
〇
年
後
も
大
切
な
木
で

あ
る
よ
う
願
い
つ
つ
、
イ
ベ
ン

ト
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
薄
曇
り
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
大
変
暑
い
中
参

加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
達
か

　

樹
木
名
札
作
製
中
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八
月
二
三
日
、
公
募
に
よ
る

親
子
一
七
組
、
四
二
名
が
参
加

し
た
「
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い

木
工
教
室
」
を
、
当
局
の
大
会

議
室
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
工
教
室
は
、
夏
休
み

の
研
究
・
学
習
の
支
援
と
身

近
な
自
然
環
境
へ
の
関
心
や
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
オ
イ
ス
カ
高
知
県
推
進
協

議
会
と
の
共
催
で
、
例
年
、
夏

休
み
期
間
中
に
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
当
局
が
森
林
の
役
割

や
森
林
か
ら
の
恩
恵
に
つ
い

て
、
参
加
者
に
質
問
し
な
が
ら

 

『
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
』
開
催

コ
ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
作
製
と
積
木
教
室

〈
技
術
普
及
課
〉

森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
森
林
整
備
等
で
発

生
し
た
広
葉
樹
の
小
枝
な
ど
を

使
っ
て
『
コ
ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
』

（
ト
ラ
ッ
ク
）
製
作
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。

　

細
か
な
パ
ー
ツ
が
幾
つ
も
あ

り
、
子
ど
も
達
は
そ
の
色
塗

り
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
み
ん
な
の
個
性
は
炸
裂
、

見
る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
る
よ

う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
所

定
の
時
間
内
に
見
事
に
完
成

し
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
大
作

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
局
の
木
工
教
室
の
後
は
、

オ
イ
ス
カ
ス
タ
ッ
フ
と
海
外
研

修
生
が
先
生
に
な
り
、
積
木
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

お
話
を
聞
い
た
後
、
広
い
真
っ

赤
な
絨
毯
の
上
に
横
た
わ
り
、

ス
タ
ッ
フ
や
保
護
者
か
ら
バ
ラ

バ
ラ
と
積
木
の
布
団
を
掛
け
ら

れ
、
歓
声
を
上
げ
て
喜
び
、
木

の
温
も
り
を
感
じ
た
後
、
保
護

者
も
交
え
て
積
木
遊
び
に
夢
中

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

上
へ
上
へ
高
く
積
み
上
げ
る

子
、
几
帳
面
に
隙
間
な
く
頑
丈

コ
ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
製
作
中

な
橋
を
作
る
子
、
虫
や
動
物
を

形
に
す
る
子
、
様
々
な
積
木
の

造
形
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
み
ん
な
が
組
み
上

げ
た
積
木
が
な
ぜ
、
ど
う
し
て

作
ら
れ
た
か
な
ど
、
オ
イ
ス
カ

ス
タ
ッ
フ
が
順
を
追
っ
て
丁
寧

に
紙
芝
居
で
説
明
す
る
と
、
子

ど
も
達
は
森
林
整
備
の
た
め
に

木
を
伐
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

り
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

積
み
木
遊
び

　

夏
休
み
木
工
見
本
展
を
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉

　

夏
休
み
期
間
中
の
七
月
二
二

日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
森

林
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
Ｏ

Ｂ
で
あ
る
正
岡
氏
に
お
願
い
し

「
森
か
ら
の
お
く
り
も
の
」
で

作
成
し
た
木
工
品
（
約
二
〇
〇

点
）
や
森
林
鉄
道
写
真
の
展
示

と
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

木
工
品
は
、
正
岡
氏
が
こ
れ

ま
で
作
成
し
た
も
の
に
加
え

今
年
に
な
っ
て
作
成
し
た
も
の
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な
ど
で
、
特
に
今
年
は
糸
電

話
を
応
用
し
た
ジ
ー
ジ
ー
ゼ

ミ
が
人
気
で
館
内
は
子
供
達

が
回
す
本
物
さ
な
が
ら
の
セ
ミ

の
音
で
賑
や
か
で
し
た
。
出

品
さ
れ
て
い
た
力
作
揃
い
の

作
品
に
、
訪
れ
る
人
み
ん
な
が

そ
の
想
像
力
、
ア
イ
デ
ア
、
企

画
力
、
出
来
映
え
に
舌
を
巻

い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
鉄
道
写
真
を
見

ら
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
は
当
時
を

懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
木
工
教
室
に
は
、
親

子
二
二
組
、
五
九
人
と
昨
年

の
倍
以
上
の
親
子
が
作
品
づ

く
り
に
励
み
ま
し
た
。
訪
れ

た
方
々
に
聞
く
と
、
知
人
か

ら
の
紹
介
が
最
も
多
く
香
南

市
香
我
美
町
か
ら
の
親
子
や

大
阪
か
ら
帰
省
し
た
お
孫
さ

ん
を
連
れ
て
来
て
く
れ
る
常

連
客
の
方
な
ど
、
今
年
も
大

変
な
賑
わ
い
で
、
子
供
達
は

頑
張
っ
て
作
っ
た
自
分
の
作

品
に
満
足
気
な
様
子
で
し
た
。

　

来
年
も
こ
う
い
っ
た
方
々

の
口
コ
ミ
で
益
々
来
場
者
が

増
え
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

す
。

　

介
良
潮
見
台
小
学
校
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
外
九
カ
所
、
高

知
市
三
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

外
四
カ
所
か
ら
講
師
依
頼
が

あ
り
、
高
知
市
内
の
小
学
生
及

び
保
護
者
約
六
五
〇
名
を
対

象
に
七
月
二
四
日
か
ら
八
月

二
九
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
、

森
林
環
境
教
育
と
し
て
、
森
林

教
室
と
木
工
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

森
林
教
室
で
は
、
森
林
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

森
林
の
働
き
・
大
切
さ
・
恵
み

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
や
間
伐
材

の
輪
切
り
な
ど
を
使
用
し
て
説

明
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
こ
ち

 

『
夏
休
み
森
林
環
境
教
育
』
開
催〈

技
術
普
及
課
〉

ら
の
質
問
に
し
っ
か
り
答
え
て

く
れ
る
子
や
、
逆
に
質
問
を
し

て
く
る
子
な
ど
、
子
ど
も
達
の

森
林
へ
の
関
心
の
高
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
森
林
か
ら
の
「
お

く
り
も
の
」
で
あ
る
、
小
枝
（
森

林
整
備
か
ら
発
生
し
た
物
）
及

び
竹
を
使
っ
て
の
木
工
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
先

生
と
低
学
年
の
児
童
が
主
体

で
、
保
護
者
の
方
も
い
な
い
こ

と
か
ら
、
事
前
に
各
パ
ー
ツ
に

加
工
し
た
も
の
を
使
っ
て
『
コ

ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
』
を
作
成
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
、
『
森
の
妖

精
貯
金
箱
』
や
『
は
し
置
き
』

等
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
知
市
教
育
委
員
会

が
主
催
し
た
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
「
親
子
夏
休
み
木
工
教

室
」
で
は
、
の
こ
ぎ
り
や
、
ナ

イ
フ
を
使
い
小
枝
等
を
加
工
し

て
「
は
し
置
き
」
や
「
動
物
車
」

「
ジ
ー
ジ
ー
ゼ
ミ
」
な
ど
を
作

製
し
、
特
に
の
こ
ぎ
り
で
木
や

親
子
に
指
導
す
る
正
岡
氏

森
林
教
室
（
児
童
ク
ラ
ブ
）
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�

森
林
教
室

「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
を
実
施�

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

竹
を
切
る
の
に
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
製
の
む
し
け
ん

（
「
ひ
ら
が
な
」
け
ん
玉
ゲ
ー
ム
）

大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
回
実
施
し
た
木
工
教
室

を
、
夏
休
み
の
宿
題
の
自
由

研
究
課
題
と
し
て
い
る
小
学

生
も
い
て
、
熱
心
に
、
「
こ
の

木
の
樹
種
名
は
、
何
で
す
か
。
」

な
ど
の
質
問
を
さ
れ
る
お
母

さ
ん
も
い
ま
し
た
。
こ
の
教

室
が
、
が
ん
ば
っ
て
作
製
し

た
作
品
と
共
に
夏
休
み
の
楽

し
い
思
い
出
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

こ
の
夏
休
み
期
間
中
に
、
た

く
さ
ん
の
児
童
、
先
生
、
保
護

者
の
方
に
森
林
教
室
等
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
森

林
・
林
業
に
興
味
を
持
っ
て

頂
き
、
森
林
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

八
月
一
日
、
徳
島
市
の
佐
古

児
童
館
で
小
学
生
な
ど
五
〇

名
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室

と
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

森
林
教
室
で
は
、
森
林
に
は
、

水
を
貯
え
る
こ
と
や
、
空
気
を

き
れ
い
に
す
る
働
き
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
森
林
に
は
、
多
く

の
動
物
が
住
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
を
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
子
供

た
ち
が
作
製
し
た
の
は
、
間
伐

材
を
使
用
し
た
「
鉛
筆
立
て
」

と
「
木
の
枝
を
使
っ
た
鉛
筆
」

で
す
。

　

「
鉛
筆
立
て
」
は
、
ボ
ン
ド

で
板
を
貼
り
合
わ
せ
て
基
本
の

型
を
作
り
ま
す
。
飾
り
付
け
は

子
供
た
ち
が
、
自
由
に
行
い
ま

す
。

　

飾
り
付
け
の
材
料
は
、
森
か

ら
の
贈
り
物
で
あ
る
、
ド
ン
グ

リ
や
松
ぼ
っ
く
り
等
を
含
め
、

ま
た
、
自
作
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や

太
陽
の
形
に
切
っ
た
板
な
ど
の

ほ
か
、
カ
ラ
フ
ル
な
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
も
使
っ
て
思
い
思
い

に
鉛
筆
立
て
を
飾
り
付
け
て
い

ま
し
た
。
な
か
に
は
飾
り
が
多

親
子
仲
良
く
木
工
作
製

（
高
知
市
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

す
ぎ
て
鉛
筆
を
立
て
る
ス
ペ
ー

ス
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
鉛
筆

立
て
等
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
木
の
枝
を
使
っ
て
作
製
す

る
鉛
筆
」
は
、
木
の
枝
に
穴
を

開
け
芯
を
差
し
込
ん
で
作
り
ま

す
。
当
日
は
、
芯
を
入
れ
る
穴

が
少
し
狭
く
な
り
き
つ
く
な
っ

て
い
た
た
め
、
み
ん
な
苦
労
し

て
芯
を
差
し
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
枝
先
を
尖
ら
せ
て
鉛
筆
ら

し
い
形
に
な
る
と
満
足
げ
に
鉛

筆
立
て
に
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

作
製
さ
れ
た
作
品
を
見
て
み

ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工

夫
を
こ
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
鉛
筆
立
て
」
＆
「
小
枝
の
鉛
筆
」

が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
も
そ
の
出
来
映
え

に
、
大
喜
び
で
し
た
。

　

今
回
、
参
加
し
て
く
れ
た
子

供
た
ち
は
普
段
、
木
で
物
を
作
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る
こ
と
は
全
く
な
い
そ
う
で
す

が
、
今
回
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
を

と
て
も
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う

で
、
機
会
が
あ
れ
ば
別
の
物
を

作
っ
て
み
た
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
木
材
の
利
用
を
増
や
す

た
め
は
木
材
を
使
う
人
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
今
回
の
教
室
が
そ
の
足
が

か
り
と
な
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

八
月
二
〇
日
、
徳
島
市
の

加
茂
児
童
館
で
小
学
生
な
ど

二
七
名
を
対
象
と
し
た
森
林

教
室
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
子
供
た
ち
が

作
製
し
た
の
は
、
徳
島
県
産
間

伐
材
を
使
用
し
た
写
真
立
て
と

木
の
枝
や
木
の
実
を
使
っ
た
動

物
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
の
飾
り

で
す
。

　

最
初
に
森
林
の
働
き
と
し

て
、
森
林
に
は
、
な
ぜ
沢
山
の

動
物
が
住
め
る
の
か
な
ど
の
話

を
し
た
あ
と
、
写
真
立
て
の
作

製
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
子

供
た
ち
は
写
真
立
て
を
作
り
終

わ
る
と
、
次
々
に
動
物
の
マ
ス

コ
ッ
ト
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
マ
ス
コ
ッ
ト
は
自
分
で

作
る
物
を
決
め
て
部
品
を
選
ぶ

の
で
、
材
料
を
置
い
た
ス
ペ
ー

ス
の
前
で
部
品
を
仮
組
み
し
た

り
し
な
が
ら
思
い
思
い
の
部
品

を
取
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が

準
備
し
た
動
物
以
外
に
も
、
ネ

コ
や
ウ
サ
ギ
、
鳥
、
カ
メ
、
タ

ヌ
キ
、
コ
ア
ラ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

モ
ン
ス
タ
ー
な
ど
、
多
彩
な
作

品
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
た
こ
と

が
な
い
子
供
も
い
て
、
枝
を
切

る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た

が
、
切
り
終
わ
っ
て
部
品
が
で

き
る
と
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
来
れ
な

か
っ
た
自
分
の
兄
弟
に
お
土
産

を
作
っ
て
い
る
子
供
も
数
人
い

た
り
、「
次
は
い
つ
？
」
と
か
「
来

月
は
や
る
の
？
」
と
聞
い
て
き

た
り
と
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
と

て
も
気
に
入
っ
て
く
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　

最
近
、
子
供
た
ち
が
木
に
触

れ
る
機
会
が
と
て
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
は
機
会
が
無
い
だ
け

で
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
楽

し
い
と
感
じ
る
と
い
う
こ
と
を

再
確
認
で
き
ま
し
た
。
当
署
と

し
て
も
今
後
も
継
続
し
て
木
に

　

八
月
二
二
日
、
徳
島
県
美
馬

市
中
尾
山
に
お
い
て
、
防
災

ヘ
リ
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
林
業
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会
徳
島
県
支

部
が
主
催
し
、
徳
島
県
内
の
森

林
組
合
や
行
政
、
消
防
関
係
者

ら
一
五
二
名
が
集
ま
り
、
当
署

か
ら
も
一
八
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
大
径
木
の
伐

採
・
造
材
技
術
の
講
習
を
受

　

職
員
の
指
導
で

「
鉛
筆
立
て
作
製
中
」

触
れ
る
機
会
を
設
け
、
木
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
立
て
作
製
中

�

森
林
教
室

「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
を
実
施�

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

�

防
災
ヘ
リ

救
助
訓
練
に
参
加

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉
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け
ま
し
た
。
胸
高
直
径
七
二

セ
ン
チ
の
ス
ギ
を
く
さ
び
を

使
わ
ず
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
利
用
し

て
伐
倒
し
ま
し
た
。
講
師
い
わ

く
『
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
え
ば
、
く

さ
び
を
打
つ
体
力
の
消
耗
を
防

ぎ
、
伐
倒
時
間
も
短
縮
で
き

る
』
と
い
う
こ
と
で
ジ
ャ
ッ
キ

を
使
っ
た
伐
採
を
お
勧
め
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
防
災
ヘ
リ
で
の
救
助

を
想
定
し
た
訓
練
で
は
、
あ

い
に
く
当
日
の
朝
に
防
災
ヘ
リ

が
修
理
点
検
を
行
う
こ
と
に
な

り
、
防
災
ヘ
リ
の
参
加
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
県
消
防
防

災
航
空
隊
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど

で
場
所
の
特
定
、
風
船
や
発
煙

筒
等
で
ヘ
リ
に
災
害
ポ
イ
ン
ト

を
知
ら
せ
る
な
ど
、
ヘ
リ
が
救

助
す
る
た
め
に
必
要
な
内
容
を

指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
体
育
館
で
美
馬
市

消
防
署
の
職
員
に
救
助
技
術
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　

班
に
分
か
れ
て
、
心
肺
蘇
生

法
を
参
加
者
全
員
が
マ
ネ
キ
ン

を
使
っ
て
実
践
し
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
が
来
ら
れ
な
か
っ
た
の

は
残
念
で
し
た
が
、
日
頃
行
え

な
い
訓
練
で
あ
り
、
参
加
者
は

真
剣
な
眼
差
し
で
講
師
の
話
に

集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
の
林
業
関
係
者
を
集
め

�

不
入
山
森
林
学
習
会
と

不
入
渓
谷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

津
野
町
郷
地
区
地
域
活
性
協

議
会
と
津
野
町
の
主
催
に
よ

る
「
不
入
山
森
林
学
習
会
」
お

よ
び｢

て
っ
ぺ
ん
四
万
十
裏
源

流　

爽
快
！
不
入
渓
谷
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ｣
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
同
協
議
会

が
地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し

て
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

四
万
十
川
裏
源
流
の
あ
る
不
入

渓
谷
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
度
、
不
入
山
を
管

轄
し
て
い
る
当
署
に
対
し
、
不

入
山
の
植
生
や
歴
史
等
に
つ
い

て
講
義
を
し
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
を
受
け
、
当
署
職
員
が
二
名

参
加
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ

た
、｢

不
入
山
森
林
学
習
会｣

に
は
、
地
域
の
方
々
や
小
学
生

な
ど
約
五
〇
名
が
、
王
在
家
多

目
的
集
会
所
「
平
成
館
」
に
集

ま
り
、
不
入
山
が
土
佐
藩
の
御

留
山
と
し
て
扱
わ
れ
た
時
代
か

ら
森
林
軌
道
が
敷
設
さ
れ
て
い

た
当
時
の
森
林
管
理
や
木
材
生

産
の
歴
史
や
不
入
山
の
主
な
植

生
な
ど
に
つ
い
て
座
学
を
行
っ

た
あ
と
、
貴
重
な
コ
ウ
ヤ
マ
キ

の
原
生
林
で
あ
る
「
小
筋
畝
山

コ
ウ
ヤ
マ
キ
遺
伝
子
保
存
保
護

林
」
へ
登
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
登
山
道
の
途
中

て
と
い
う
有
意
義
な
訓
練
で
あ

り
、
重
大
災
害
は
も
と
よ
り
林

業
労
働
災
害
が
起
き
な
い
よ
う

に
訓
練
の
成
果
を
生
か
せ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
た
伐
倒
訓
練

に
あ
る
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
や
ケ

ク
ロ
モ
ジ
の
さ
わ
や
か
な
香
り

や
、
ス
イ
シ
バ
の
酸
味
を
楽
し

ん
だ
り
、
ち
ょ
う
ど
咲
き
始
め

た
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
キ
ツ
ネ
ノ

カ
ミ
ソ
リ
の
群
生
地
を
眺
め
な

が
ら
、
登
山
道
の
一
部
に
な
っ

て
い
る
森
林
軌
道
の
跡
を
散
策

し
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ヤ
マ
キ
純
林
の
林
内
で

は
、
独
特
の
な
ん
と
も
い
え
な

い
フ
カ
フ
カ
し
た
林
床
の
感
触

や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
温
か
い
木
肌

を
感
じ
、
心
地
よ
い
森
歩
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

森
の
奥
ま
で
足
を
延
ば
し
て

み
る
と
、
さ
ら
に
豊
か
な
コ
ウ
ヤ

マ
キ
の
純
林
が
広
が
り
、
深
さ
を

増
し
た
林
床
の
感
触
や
一
番
大

き
な
大
王
コ
ウ
ヤ
マ
キ
に
触
れ

て
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る
不
入
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渓
谷
と
四
国
カ
ル
ス
ト
を
一
望

で
き
る
「
ム
サ
サ
ビ
岩
」
で
は
、

さ
わ
や
か
な
森
の
風
を
感
じ
た

り
、
ム
サ
サ
ビ
の
巣
を
確
認
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
供
た
ち
が
多
く

参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

素
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

幼
い
頃
に
、
郷
土
の
自
然
や
森

に
触
れ
る
と
い
う
体
験
は
、
将

来
大
人
に
な
っ
て
も
地
元
に
誇

り
を
持
ち
続
け
な
が
ら
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
心
の
支
え
に
な
る
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
二
五
日
に
開
催

さ
れ
た
、｢

て
っ
ぺ
ん
四
万
十

裏
源
流　

爽
快
！
不
入
渓
谷

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ｣

は
高
知
市
内

を
中
心
に
五
〇
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
、
小
筋
畝
山
の
登
山
は
断
念

し
ま
し
た
が
、
不
入
山
に
係
わ

る
森
林
学
習
の
後
、
地
元
に
残

る
四
万
十
川
文
化
的
景
観
の
一

つ
で
あ
る
口
目
ケ
市
の
古
民
家

群
や
茶
畑
を
通
り
、
不
入
山
林

道
に
あ
る
森
林
軌
道
の
遺
構
が

残
る｢

不
入
開
山
隧
道｣

ま
で

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
散

策
し
、
自
然
豊
か
な
不
入
渓
谷

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

昼
に
は
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

で
お
腹
を
満
た
し
た
あ
と
、
ク

ロ
モ
ジ
や
サ
ク
ラ
を
材
料
に
し

た
木
工
ク
ラ
フ
ト
で
お
箸
な
ど

を
作
り
、
木
の
温
か
み
や
香
り

に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
晩
夏
の

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
地
元

の
方
々
や
市
街
地
か
ら
の
参
加

者
の
皆
様
が
、
森
林
や
国
有
林

に
対
す
る
理
解
や
関
心
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

「
芸
西
村
親
子
木
工
教
室
」

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

八
月
四
日
、
高
知
県
芸
西
村

村
民
会
館
に
お
い
て
村
内
の
幼

稚
園
児
～
小
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
六
二
名
を
対
象
に
親
子
木

工
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
当
署
職
員
か
ら
、
間

伐
を
実
施
す
る
事
に
よ
っ
て
、

健
全
な
森
林
を
育
て
二
酸
化
炭

素
吸
収
量
を
増
や
し
地
球
温
暖

化
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
こ

と
、
間
伐
さ
れ
た
木
は
生
活
の

色
々
な
所
に
使
わ
れ
役
立
っ
て

い
る
事
を
説
明
し
、
森
林
の
大

切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
壁
掛
け
、
小
物
入

れ
の
製
作
に
と
り
か
か
り
、
親

子
で
協
力
し
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
の
こ
ぎ

り
や
金
槌
を
初
め
て
使
う
子
も

多
く
、
「
手
が
疲
れ
た
」
と
言

い
な
が
ら
も
器
用
に
使
い
こ
な

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
の
枝
や
実
、
パ
ー

ツ
な
ど
を
使
い
自
由
に
飾
り
つ

け
を
行
い
、
子
供
ら
し
い
作
品

か
ら
大
人
顔
負
け
の
作
品
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
作

品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
満
足
い
く
作
品

が
で
き
た
よ
う
で
「
早
く
家
に

飾
り
た
い
」
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
等
笑
顔

で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
恒
例
行
事
に

な
っ
て
お
り
、
参
加
し
て
く
れ

た
子
供
た
ち
が
森
林
や
木
材
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
、

不
入
山
開
山
隧
道

ク
ロ
モ
ジ
で
お
箸
作
り
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
　
　���

段
ノ
谷
山
登
山
」

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

八
月
二
一
日
、
高
知
県
室

戸
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
創
房

室
戸
迎
鯨
の
杜
（
ゆ
め
そ
う
ぼ

う
む
ろ
と
げ
い
げ
い
の
も
り
）

主
催
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
の
段

ノ
谷
山
登
山
に
当
署
職
員
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
は
八
月

二
〇
日
～
二
二
日
の
三
日
間

に
、
小
学
生
三
二
名
が
室
戸

の
海
、
山
、
川
を
体
験
す
る
催

し
で
、
段
ノ
谷
山
に
は
変
わ
っ

た
形
の
天
然
ス
ギ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
大
魔
王
杉
」「
火

炎
杉
」
「
大
杉
」
な
ど
、
形
か

ら
想
像
し
た
名
前
を
付
け
ら

れ
て
お
り
、
室
戸
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
サ
イ
ト
の
一
つ
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
二
日
目
の
行

事
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

ま
ず
、
登
山
前
に
段
ノ
谷
山

で
一
番
雄
大
な
「
大
杉
」
の
根

廻
り
の
大
き
さ
を
体
感
し
て
も

ら
う
た
め
、
根
廻
り
と
同
じ
長

さ
の
ロ
ー
プ
の
中
に
入
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
全
員
入
っ
て
も

ま
だ
余
裕
が
あ
り
、
子
供
た
ち

は
こ
ん
な
大
き
な
木
が
あ
る
事

が
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
で
し
た
。

今
後
も
工
夫
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お父さん、しっかり押さえておいてね。

「大杉」の根廻りの大きさ体験

　

登
山
は
三
班
に
分
か
れ
、
当

署
が
作
成
し
た
「
段
ノ
谷
天

然
杉
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
「
樹
木

の
話
」
「
バ
ー
ド
コ
ー
ル
」
を

使
い
、
樹
木
の
見
分
け
方
、
天

然
ス
ギ
の
名
前
の
由
来
な
ど
を

説
明
し
な
が
ら
登
っ
て
行
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
殆
ど
が
登
山
経
験

が
な
く
、
少
し
登
っ
た
だ
け
で

「
帰
り
た
い
」
「
疲
れ
た
」
「
ま

だ
行
く
の
？
」
な
ど
の
弱
気
な

発
言
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
初

め
て
見
る
天
然
ス
ギ
に
「
う
わ

～
大
き
い
」
「
ど
う
し
て
こ
ん

な
変
わ
っ
た
形
に
な
る
の
」「
何

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
あ
る
の
」
な

ど
疲
れ
も
忘
れ
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

「
大
杉
」
で
は

登
山
前
に
体
感
し

た
大
杉
の
大
き
さ

と
実
物
を
比
べ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

や
は
り
実
物
は
想

像
よ
り
大
き
か
っ

た
み
た
い
で
子
供

達
は
大
き
な
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

「大杉」の下で

　

下
山
後
は
、
当
初
予
定
し
て

い
た
コ
ー
ス
の
半
分
も
歩
い
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
体
力
を

つ
け
る
た
め
、
ゲ
ー
ム
ば
か
り

で
な
く
、
外
で
遊
ん
で
体
力
を

つ
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、
樹
木

に
興
味
が
湧
い
た
な
ら
家
の
近

く
の
樹
木
を
観
察
し
て
下
さ

い
」
と
お
願
い
し
、
段
ノ
谷
山

登
山
を
終
了
し
ま
し
た
。


